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特許取得の高度プログラム地盤判定
【地優連地盤判定システム】とは

地優連地盤判定基準

判定プログラム 報告書作成システム

①地優連地盤判定基準
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②地優連判定プログラム

判定プログラム判定プログラム判定プログラム判定プログラムに必要項目を入力に必要項目を入力に必要項目を入力に必要項目を入力
↓

支持力支持力支持力支持力

沈下量沈下量沈下量沈下量 自動計算自動計算自動計算自動計算

傾斜角傾斜角傾斜角傾斜角

（地優連地盤判定基準による）（地優連地盤判定基準による）（地優連地盤判定基準による）（地優連地盤判定基準による）
↓

地盤判定地盤判定地盤判定地盤判定

判定プログラム&
報告書作成システム
「地優陣」

③報告書作成システム

システムシステムシステムシステムに必要項目を入力に必要項目を入力に必要項目を入力に必要項目を入力 → 報告書報告書報告書報告書完成完成完成完成



今までにない手法！！
【地質・土質・造成】の要因を計算式に反映

造成
【盛土・埋土・擁壁】

地質
【洪積・沖積】

土質
【ﾛｰﾑ・有機質土】

地優連地盤判定の特徴①

地優連地盤判定の特徴②

プログラム化により、判定のグレーゾーンが
ゼロに近づきました →ぶれない判定



地盤業者A

判定事例のイメージを紹介します
－地優連と他の地盤業者比較－

地盤業者B 地優連

判定書
改良不要

保証書
判定書
改良要

保証書
判定書
改良要

保証書

地盤判定書と保証書が出てくるのはどこも一緒ですが・・・

地優連判定は何が違う？
①地優連では土質サンプリングが必須です（危険土質を確認します）

判定事例① 「ローム編」（台地・段丘上）

判定事例② 「有機質土編」（低地）

判定事例③ 「造成地盤編」（新規盛土＋擁壁）

判定書
改良不要

保証書
判定書
改良要

保証書
判定書
改良要

保証書

②地優連では新規盛土や擁壁リスクを考慮します

・土質サンプリング
・新規盛土＋擁壁リスク考慮
・地優連判定ﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾑ（ぶれない判定）

・SWSデータに依存
・人によって判定が異なる

・SWSデータに依存
・人によって判定が異なる

地盤業者地盤業者地盤業者地盤業者A 地盤業者地盤業者地盤業者地盤業者B 地優連地優連地優連地優連

③地優連では地優連判定プログラムによるぶれない判定を行います

判定事例をみてみましょう

地優連地優連地優連地優連
判定プログラム判定プログラム判定プログラム判定プログラム



【地盤業者A】

自沈層が確認さ
れるな～。

これは危険だか
ら地盤改良判定
にしよう。

地優連地盤判定事例①

SWSデータ依存型

「地優連では土質サンプリングが必須（ローム編）」

※土質サンプリングをしていない

自沈層が
あるな

自沈層はあるが、
近隣データでは土
質はロームだな。こ
こも同じだろうから
地盤改良不要判定
にしよう。

経験値依存型

地優連地盤判定事例①

【地盤業者B】

「地優連では土質サンプリングが必須（ローム編）」

※土質サンプリングをしていない

近隣でローム
だったな



【地優連】

自沈層はあるが、土質
サンプリングの結果
ロームだと確認できた。
沈下の危険性は低い
から地盤改良不要判
定にしよう。

ローム

SWSデータ＋土質確認

地優連地盤判定事例①
「地優連では土質サンプリングが必須（ローム編）」

サンプリング
やってるな

【地盤業者A】

自沈層は多少ある
が、そこまで危険は
無いな。地盤改良
不要判定にしよう。

地優連地盤判定事例②
「地優連では土質サンプリングが必須（有機質土編）」

SWSデータ依存型
※土質サンプリングをしていない

自沈層は
ほとんどないな



近隣データで有機
質土があるな。で
もデータを見る限り
無さそうだな。それ
なら地盤改良不要
判定にしよう。

有機質土？

危険土質を確認せずに判断

地優連地盤判定事例②
「地優連では土質サンプリングが必須（有機質土編）」

【地盤業者B】 SWSデータ依存型
※土質サンプリングをしていない

近隣で有機質土
あったような

有機質土があるぞ。圧縮性が高く、
圧密沈下が発生する可能性が高い。
これは危険だから地盤改良判定に
しよう。

有機質土

有機質土

危険土質を見逃さない

地優連地盤判定事例②
「地優連では土質サンプリングが必須（有機質土編）」

【地優連】 SWSデータ＋土質確認

サンプリング
やってるな



表層から回転層が
連続しているな。

これなら地盤改良
不要判定にしよう。

地優連地盤判定事例③
「地優連では新規盛土や擁壁リスクを見逃さない」

【地盤業者A】 SWSデータ依存型

自沈層は
無いな

表層部は新規盛土地盤だな。
でも回転層だから、ちゃんと
造成してるんだろうな。地盤
改良不要判定にしよう。

新規盛土

新規盛土2mの地盤

新規盛土

新規盛土の危険性を軽視

地優連地盤判定事例③
「地優連では新規盛土や擁壁リスクを見逃さない」

【地盤業者B】

SWSデータ依存型

盛土層は
自沈してないな



新規盛土部の圧縮沈下量と下
部地盤の圧密沈下量を計算す
ると許容値を超えるな。盛土し
ていない部分との傾斜角も大き
いから地盤改良判定にしよう。

新規盛土

新規盛土2mの地盤

新規盛土

新規盛土の危険性を重要視

地優連地盤判定事例③
「地優連では新規盛土や擁壁リスクを見逃さない」

【地優連】

新規盛土チェック

新規盛土の圧縮と新規盛土の圧縮と新規盛土の圧縮と新規盛土の圧縮と
盛土荷重の影響を盛土荷重の影響を盛土荷重の影響を盛土荷重の影響を
考えないとね考えないとね考えないとね考えないとね

続いて、地優連地盤判定の解説です。



地優連地盤判定の基本は
「複合沈下計算」にあり！

①盛土・埋土と、
自然地盤に区分

②盛土または埋土自体の

圧縮沈下量を計算

③盛土および建物荷重による

圧密沈下量を計算

これが特許！

図 圧縮沈下の概念図

 

建物荷重 水浸 自重 圧縮沈下

降雨

圧縮沈下とは？

新規盛土や新規埋土は、降雨や自重
により圧縮沈下が発生しやすい



写真 圧縮沈下状況

(a) 擁壁埋め戻し部 (b) 樹木抜根埋め戻し部

圧縮沈下とは？

新規盛土や新規埋土は、降雨や自重により
圧縮沈下が発生しやすい

盛土の圧縮沈下量～盛土高の関係

圧縮沈下とは？

新規盛土や新規埋土は、
降雨や自重により
圧縮沈下が発生しやすい

圧縮沈下量は、盛土厚
または埋土厚に対して、
最大5%程度発生

例）2mの盛土で10cm



図 圧密沈下概念図

圧密沈下とは？

盛土荷重や建物荷重の影響で
下部自然地盤に圧密が生じる

※土粒子間の水が排水され体積変化する沈下を
圧密沈下という

図 圧密沈下の検討手法概念図

圧密沈下とは？

a)建物荷重による地中増加応力 b)盛土荷重による地中増加応力

盛土荷重や建物荷重の影響で下部自然地盤に圧密が生じる



圧縮沈下量、圧密沈下量を計算するために、
深度ごとの土質区分の詳細情報が必要

粘性土
砂質土
礫質土
有機質土
粘性盛土
砂質盛土
礫質盛土
空洞

新規盛土
新規埋土
旧盛土
旧埋土

ローム

土質区分 土質小区分 盛土埋土経過年数

不明
0.5年以下
0.5年超～1年以下
1.0年超～2年以下
2.0年超～3年以下
3.0年超～5年以下

不明
0.5年以下
0.5年超～1年以下
1.0年超～2年以下

5年超

2年超

※判定プログラムの土質区分

※土質入力例 － 新規盛土あり
※判定プログラム入力画面例

深
度
方
向



※土質入力例 － 有機質土あり
※判定プログラム入力画面例

深
度
方
向

土質区分の詳細を知るために、
SWSデータの他に数値外の調査が必須

【SWSデータ】 【資料調査】

【現地踏査】【土質確認】



数値外の調査－土質サンプリング
地優連では土質サンプリングが必須

※土質サンプリング機器の例
• 盛土・埋土の厚さ、経過年数は？
• 砂質土、礫質土、粘性土の区分は？
• 腐植土は？
• ロームは？

資料調査＋ＳＷＳ試験＋土質サンプリングによって、
土質を推定することが重要

※土質サンプリング例

数値外の調査－擁壁状況の調査

上図：不安定擁壁が建物に及ぼす影響範囲の考え方

a.擁壁の影響を受けやすい配置例 b.擁壁の影響が少ない配置例

不安定擁壁に影響される範囲内に建物が配置されると、
直接基礎対応は不可（地盤改良判定）となります

擁壁の高さと建物からの距離の計測が必須



地優連判定プログラム入力項目の一部

熟練技術者が行う地形や造成状況による建物への影響を考慮

・盛土有無
・盛土層厚
・盛土経過年数
・埋土有無
・埋土層厚
・埋土経過年数
・建物長辺・短辺
・境界構造物
・擁壁種類
・擁壁変状有無
・安定、不安定擁壁判断
・擁壁見え高
・擁壁水平距離
・擁壁－建物離隔距離 etc.

・建物構造
・階数
・基礎種類
・設計接地圧
・設計GL

・基礎根入れ
・地形分類
・表層地質（沖積層・洪積層）
・SWS試験データ
・水位
・調査位置
・土質（粘性土・砂質土・

ローム・有機質土）
・基本測点と補足点の設定

判定プログラムへの入力項目
危険度予測要因をすべて入力できるようにシステム化

プログラムによる判定の実行

高度プログラムが、沈下量計算・支持力度計算を行い、
数秒で判定結果を出力します

経過年数と層厚より
圧縮沈下量を計算

圧密計算
S=mv×⊿σ×H

0～1m、0～2m、総沈下量、
傾斜角の許容値を設定

建物が不安定擁壁の影響範囲
内なら、地盤改良判定

地優連地優連地優連地優連
判定プログラム判定プログラム判定プログラム判定プログラム



沈下量 支持力度

傾斜角

※詳細な計算結果から判定がでます

プログラムによる判定結果例
沈下量、支持力度、傾斜角は測点毎に解析

※判定結果画面例

▼判定プログラムによる計算結果の出力（報告書用）



▼判定プログラムによる計算結果の出力（報告書用）

▼判定書の出力 ▼現地調査・資料調査結果の出力



地優連の地盤判定プログラムは、
熟練技術者が行う全ての解析を盛
り込みました。

今後は、全国の地優連会員から集まる
より精度の高いビッグデータを利用して、
今まで以上の精度向上を進めていきます

改めて、
なぜ地優連は統一地盤判定基準を作ったのか？

明確な法令、基準が存在しない地盤判定

現状

ある地盤事業者
・保証ありきで沈下リスクのある地盤を「標準基礎OK」
・保証ありきで沈下リスクのある地盤補強工事を実施
・沈下リスクの無い地盤を「改良判定」して工事受注

ある地盤保証事業者
・「改良判定率が低い」と営業をして「地盤保証」を受注
・根拠のないセカンドオピニオンを行い「地盤保証」を受注

基準乱立、沈下事故増大



・地盤に対する豊富な知識
・地形や土質の重要性を認識

知識に裏付けされた数値根拠として、
統一地盤判定基準が必要

依頼主の信頼と安心に寄与

なぜ地優連は統一地盤判定基準を作ったのか？

地盤専門業者として、現状を打破するために・・

「資料調査」
「現地踏査」
「土質確認」

【数値外】

沈下要因の抽出

【数値化】地優連地盤判定基準

【自動化】地優連判定プログラム（人工知能AI）

沈下要因を見逃さない、適切な地盤判定の確立

まとめ：地優連地盤判定システムはここが違う！

業界標準へ

違う！

特許第6085712号



判定技術者（地優連判定員）の声

現地計測以外の
入力項目と地盤判
定基準書がリンク
しているから、分
かり易く信頼も出
来る。

グレーゾーンの判定
に悩んでいたけど、
これならストレスなく
自信をもって判定出
来る。

自分の判断と、プロ
グラム判定を比較出
来て、スキルアップ
に繋がりそうだ。

「地優連地盤判定システム」

【高水準な地盤判定基準書】 ⇒ 沈下事故の危険低い

【判定プログラム】 ⇒ グレーゾーン≒ゼロ

【高水準な調査・工事】 ⇒ 技術レベル高

【沈下事故対策委員会】 ⇒ 迅速かつ的確な対応

沈下事故リスク低を高水準で実現できる団体であると評価

→地優連向けPL保険の設定

「地優連地盤判定システム」

大手損害保険会社からの信頼



お施主様の安心のために
不同沈下撲滅に真摯に取り組む


